
1,主 題名

2.資 料名

第 1学年道徳指導案
日 ,時:平成15年 11月 :1日  供 )

学 級 :1年 A組 (男子 13名 t女 子 9名、計22名 )
'           授

業者 :安部 英 俊

広い心で                        F

深雪ちゃんのこと

3口主題設定の理由

(■)ね らいについて                      ,｀

中学生の時期は、自我を次第に碓立していく中で、それぞれが互いに、他の人とは違う自分らしさを身につけ
ようと葛藤する。 したがって、人にはいろいろなものの見方や考え方があることを十分に理解し、自分を容観的
に見つめることができるようにするとともに、

`積
極的に他に学ぶ態度を育て、自己の向上に生かそうとする謙虚

な心を育てたいと考え、本主題を設定した。

(2)ね らいにかかわる生徒の実博
これまでの様々な取り組みや大きな行事をこなす中で、生徒は個耳の役割や周聞への思いやり、相手の立場を

考えることなどを学んでまている。また、集団として高まるためにも、互いに声がけ、注音するなど、他とのか
かわりをもち、人間関係もある程度碓立してきてぃる。その一方で、服装や頭髪、授業の総度など乱れも見え始
めている。自分をよくみせるために、外見にこだわる気持ちはわかるがそればかりが先行しt本 来の自分を失つ

てはならないことを理解させる必要がある。
そこで、本資料をとりあげ、他から多くのことを学びながら、迷いながらも自分なりの生き方を見いだそうと

する姿勢に着目させ、前向きに生きていく態度を育てたい。                      i

(3)資 料について                                '
,本 資料は、深雪ちやんの言動へのあこがれから、うわべだけをまねしたが、自分を見失つてしまったことにや
がて気づき、自分なりの生き方を見いだしていくことの大切さを知る資料となっている。作者が自分自身の内面
を深く見つめていく過程に焦点を当てt個性とはなにかをじっくり考えさせるとともに、自己を見つめることの
大切さと難しさを十分に理解させたい資料である。

4.指 導にあたつて

自分をよく見せようとする気持ちから、外見にこだわりがちになるのは、特定の人に限られたことで柱ないこと
に気づかせ、生徒自らの内省が深まるような展開をめざしたい。
今の自分を見つめることを通して、周りの言葉に耳を傾け、自己の向上に生かそうとする総度につなげたい。し

たがつて外見だけをまねる部分に深く共感させながら、終末には自己の向上に向けて決心する姿に着目さ声たいと
考えている。

5。 本時のねらい

人それぞれの個性や立場を尊重し、他人からも多くのことを学びながら、自らの個性の発見と向上に努めようと
する温度を育てる。
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6。 本時の展開

段階 教師の働きかけ 期待する生徒の反応 指導上の留意点
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5,私 なりの生き方とは、どのよ
うな生き方だろうか。

教師の説話

・自分のよさを発揮できるようにすること
Ⅲ本当の自分を、自然に表現すること
・個性を大切にすること
。自分自身について深く考えること 1

'本時の学習を通して、生徒
それぞれに自分なりの生き方

を考えさせる。

- 6 0 -



Lふ 空空 __|

難脚ギヤ食判G早 ミ塩
′

黙βV健 か世

G壇 知nDV檀 ぐぶ楽
°

難帥いやだG"理 やDV相 くぐ理的ミ

車ば地押里神い足やよい汽
°

4EEttQ黒恐終と服限

冬～ヽ
′
黙D二 維限

K一 け

1.今 日
‐
、みんなで考えること

2.今 日の学習を通して、感じたこと、考えたことをかいてみよう。

よく世樽 G捉 嘘代 皿 料 ゆ

tlll包ととと禅 や:!ヽ 対官とQよ〕二そ

様かと叫くや唱Qと 世

ｌ

ｒ

Ｏ

Ｉ

ナ〕ミや対和逆くいい中食VG二 V禅 二縛

却破ムい葛,い翌や0足Q理や神樫やAい穐

1建Q IE婦嘩神はV′冊求棋ょ)対担勾

食禅 り対檀噂Aいミ
°

難酎和'W■ Ю

皿へ塩tl■念ややニ

くG EE縄恢遭樽や

車ミ代鯛6

ぶ程イ棋ぶ村軍▼やや制お禅ニ

tEl熊出々や】Aい

4111代おお拘和《思逆■輝

辞やSG瑚 粒代伸難おV持 ヽAぶ

臣
緒
帥
率

．
ト

!諄禅邸G対 和張対処
″約Q葛 よい禅対抱代役やAいミ

°



8.資 料分析

主な場面

‐
(資料名)深 雪ちゃんのこと

人それぞれの個性や立場を尊重し、

自らの個性の発見と向上に努めよう

他人からも多くのことを学びながら、

とする態度を育てる。

('電iをうい)

登場人物の行動 ・考えたこと・感じたこと

共通課題 :私なりの生き方とは、どのような生き方なのだろうか。

基本発間

Ｉ

Ｎ

Ｏ

Ｉ

深雪ちゃんとの日々

(深雪ちゃんと別れて)

それから2・ 3日後

自分の知らない世界、話題

びっくりするものばかり

自由 ス ツル か っこいい

深雪ちゃんとの日々が、

業しく感 じたのはどうし

てだろうガ、

サンダルをねだる

毎晩つめみがき

母の香水をかける、大人の店tギ入る

深雪ちゃんのまねをして

主人公ははどんな気持ち

になつたろうか。

無理している 自分が自分でない

人の目が気になる いの底から 1
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公が考えたことはどんな

ことだろうか。

うわべだけまねて… 他 人の仮面

なんてばからしい…

私なりの生き方を探してみよう


